
令和６年度 北の教育要覧 別紙資料活用ガイド

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を進める際には、児

童生徒が「見方・考え方」を働かせて学ぶような授業デザインを考えるこ

とが重要だと聞いたけれど･････････

↓

＜別紙資料の活用例＞

・年度初めの校内研修会や各種研修会で、別紙資料を活用しながら、「見方・考え方」について全員

で共通理解を図る。

・指導案検討会や研究協議会で、学習指導要領解説と別紙資料を活用しながら協議を深める。

・研究教科に応じた別紙資料を印刷し、手元に準備しておくことで、「見方・考え方」

や授業づくりについて日常的に確認できるようにする。

・タブレット端末に保存して、必要に応じてすぐに見ることができるようにする。 など

そもそも「見方・考え方」って
何だろう？

三つの柱とは違うものなの？

「深い学び」と「見方・考え方」
の関係は？

「見方・考え方」を働かせるため
の手立てとは？

「見方・考え方」を働かせている
子どもの姿って？

授業改善のために別紙資料を御活用ください！

教科等の特質に応じた「見方・
考え方」って何だろう？


